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ESDfc2016WS記録 
2016年 6月 25日 26日 
 
参加者: 1名、ファシリテーター:佐藤宏幸、かくたなおこ 
 
■ESDファシリテーターズ・カレッジ 12時間コース 
構成要素点検リスト 
ü ESDの価値観と力 
ü 「気づき」のためのアクティビティ 
ü 「築き」のためのスキルアップ 
ü 流れのあるプログラム 
ü テキスト・本トのインタビュー 
ü アクティビティ開発 
ü プログラム開発改善 
ü カリキュラム開発構成 
ü ESDの諸課題 
ü 個人的行動計画 
ü 推進の課題 
 
■セッションの構成 
セッション 1	 共通基盤づくり 
セッション 2	 流れのあるプログラム 
セッション 3	 ふりかえりとまとめ 
セッション 4	 アクティビティづくり 
セッション 5	 ファシリテーション実践 
セッション 6	 個人的行動計画とふりかえり 
 
■	プログラム記録 
 
セッション 1	 共通基盤づくり 
11:00-13:00 
1. 12時間研修の構成 
2. 自己紹介のアクティビティ 

(ア) スキル系コースで取り入れる「ものづくり」 
(イ) 10の条件 
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3. ノートテイキング 
4. 3人で傾聴 

(ア) 三つのポイント 
(イ) 正確にフィードバック 

5. テーマ「国際理解」で深めたい概念 

(ア) 連想図  

(イ) リスト  

6. ノートテイキング→(話し合いのルールづくり) 
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■	セッション 2	 流れのあるプログラム 
14:00-16:00 
1. 教室の中の世界	 気づいたこと・感じたこと・学んだこと 

 
2. つながりと friction/コンフリクトと解決策	 つながりには「摩擦」が伴う。つなが
りたい、でも問題は生まれる、じゃあどんな風に解決してきたか? 
(ア) モノ 
(イ) 金 
(ウ) 労働 
(エ) コーヒー 

3. ノートテイキング 
4. いまの世界は・・・ 
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5. 気づいたこと・わたしたちにできること 

 
■	セッション 3	 ふりかえりとまとめ 
16:15-18:00 
1. 良かった点、気づいたこと・感じたこと・学んだこと 
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2. 三つの省察でふりかえり「流れのあるプログラム」を味わう 
3. 「さまざまな感情」からわたしの価値観を確認する 
4. ノートテイキング 
5. 四つの活動形態	 それぞれの効果と活用 
6. ファシリテーターの資質 
7. 参加者の理解 
■	セッション 4	 アクティビティづくり 

9:00-11:00 
1. 学びの本質	 ファシリテーターの三つの手だて 

2. 昨日のふりかえり  

3. アクティビティ開発のためのテーマを決める×12のものの見方・考え方を使う。
テーマと Howのかけ算がアクティビティ 

4. 流れのあるプログラムとして構成する 
(ア) 四行文章 
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(イ) 接続詞で論理トレーニング 
(ウ) 「伝えたいこと」で起承転結	  

■	セッション 5	 ファシリテーション実践 
12:00- 

1. 実践したいアクティビティを書き出す→精査→6つ 

 
2. アクティビティ開発実践	  

(ア) あなたの世界で世界地図 
(イ) 海外交流は一方的? 
(ウ) 双豊的になる原則 
(エ) キケンな援助 
(オ) 援助の落とし穴 
(カ) 落とし穴を避ける知恵 
(キ) 身につけるために 

3. アクティビティ名をつける、How手順を示す。 
 

■	セッション 6	 個人的行動計画とふりかえり 
14:15-15:50 

1. アクティビティ共有改善 
2. 二日間をざっくりとふりかえる	 ふりかえりの eQiで共有 
3. ノートテイキング 
4. 残された課題の確認 
5. 個人的行動計画 
6. 未来を築くインタビュー 
7. 修了証 


